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はじめに

長野県短期大学は、 1929年(昭和4年)に、善

光寺に程近い地に開校した公立短期大学である。当

初は長野県女子専門学校として発足し、その後、

1950年に長野県短期大学として関学している。

『長野県女子専門学校長野県短期大学五十年史』

(1979年、長野県短期大学)には、長野女子専門学

校の設立について、以下のように記されている。い

ささか長くなるが、その冒頭部分から引用する。(1)

現在、長野県には八つの短期大学があるが、

そのなかで唯一の公立短大である長野県短期大

学は、戦後の学制改革によって 1950年 (昭和

25) 3月全国で最初に設立許可された数少ない

短大の一つで、ある。いち早く文部省から許可さ

れた長大の理由は、 長野県女子専門学校が、そ

の母胎となり設置基準を充分に満たしていたた

めである。

長野県女子専門学校が文部省から設立許可さ

れたのは、 1929年 (昭和4年)3月であった。

その設立許可申請は、その前年の第51団長野

県通常県会 (11月)における粁余曲折した議

論の末、長野市からの寄付金10万円を新設の

臨時賀とする決議によったものであった。こう

して 1929年4月11日、あわただしく長野県女

子専門学校の第l回入学式が長野県高等女学校

(現在の長野西高)において挙行された。

1928、29年といえば、誰しも思うことは経

済不況の深刻化、世界恐慌であろう。恐慌の波

は長野県下にも押しょせ、わが国の輸出産業の

花形として資本主義の発展を担ってきた生糸価

格の大暴務によって、養蚕 ・生糸に依存する長

野県民の生活の基盤が大きく崩れ始めた時期で

あった。県・市町村は財政が逼迫し、県は財政

緊縮の方針で警察署-の統廃合、県立学校の学級
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整理、郡書記 ・県吏員の人事整理などを行うと

いう事態に追いこまれていたのである。

世界恐慌の年、財政が逼迫していた県当局の本学

設立に際しての苦労が並大抵でなかったことが行聞

から伝わってくる。関学の機運が高まる中で、当時

の『信濃毎日新聞J(1929年1月20日付け)には、

県の小西学務部長(当時)が文部省に赴いた後の、

「女子専門学校について国文 ・国史を中心とした学

校であれば、国民思想上にも好影響を与えるといふ

ので西山専門学務局長なども賛成していた。(中略)

教授と講師との関係、其他についても相当注文もあ

ったが、何れも予算の範囲内で実現できると恩ふ、

現在の専攻科を女子専門に編入する件もよいと承知

してくれた」というコメントが掲載されている。こ

のことから、本学が当初、国文学や国史を学び、国

語科教員を養成することを主たる目的としていたこ

とが理解される。さらに、本学設立の趣旨について

は同蓄において下記のように記述されている。(2)

公立の女子専門学校は、 1930年で長野県女

専も含めて 6校にすぎなかったが、 いずれも文

学科をおき、これに家政学を加設するものなど、

地方における高等女学校教育の普及発展に対応

し「新中間屑」以上の家庭子女の進学要求に応

えるべく設立されたものであり、あきらかに

「教養型」の高等教育機関であったということ

ができる。

このようにして、 国文 ・国史に重点を置いた教養

型ともいうべき女子の高等教背機関が設立されたの

である。関学時には国文科のみが設立され、本科3

年研究科 1年の諜程を経て、主として初等教育教員

を養成したとよ記『五十年史』には記載されている。

第2次世界大戦勃発後、 1941年には、軍事政権下の

時局柄国文科の募集が停止され、国策に沿った実学
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を学ぶ場として家政科が新設されている。

そのような本学草創期に、本学付属図書館所蔵和

書の大半が収蔵された。

本学付属図書館には、1993年から国文学研究資

料館の調査が入り、 1998年3月までに 136点の和

書がマイクロフィルム化された。そのフィルムが同

館に納められている。この調査に基づき、太万川清

氏は、『長野県短期大学付属図書館図書館だより』

第2号において「所蔵利害について」と題して、次

のように述べておられる0(3)

所臓の和書は約300作品、 11こ漢籍、2に国

語国文書、3に女子教育書である。『源氏』の

写本、馬琴の 『八犬伝』、一九の 『膝栗毛』、 種

彦の『田舎源氏』など著名な江戸の小説や蕪村

の『新華摘』、 一茶の『おらが春』の俳書など

がきれいな完本で揃っている。中でも特筆すべ

きは『女訓抄JIW女鏡JI[f'ヂIJ女伝』などの女子教
育関係のもの約70作の所蔵である。

この調査により、従来知られることのなかった本

学付属図書館所職和書が日の目をみることとなった。

続いて、太刀川氏は、長野県.短期大学 「長野県短期

大学付属図書館和書解題(ー)J ( [f'長野県短期大学

紀要』第48号、1993・12)r長野県短期大学付属図
書館和盤解題(二)J ( Ir長野県短期大学紀要』第49

号、1994・12)において、 本学付属図書館和蓄のう

ち国文学曹と女子教育審の解題を公表している。

その労作により和書の内容についてはその一部が

明らかにされたが、和曹のタイトルのみが電子テキ

ス卜になっているだけで、データベースとしてはは

なはだ不完全な状態である。そこで、本稿は太刀川

氏の調査結果を踏襲しつつ、本学付属図書館所職和

書の分頒目録の電子データ化を目的として、和替の

タイトル ・読み ・別名・分類を電子データ化(本論

末尾に掲出)することで、検索可能な索引作りの基

随データとし、あわせて、本学付属図書館所蔵和替

の構成の特徴について考察するものである。

湿度が低く乾燥した寒冷地であるという長野県の

風土が好条件となったためか、全体に平日脅・の保存状

態は良好に保たれている。1995-2001年には軟の

ないものについて中性紙を使用した軟を作成し、ま
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た、 2005年からは長野県立歴史館の協力を得て燥

蒸を行い、保存状態の維持に努めている。

なお、これらの和書は、長野県が有する貴重な文

化資料であり、 「長野県デジタルアーカイブ推進事

業 ・信州デジくらJ(4)の「長野県所蔵品アーカイプj

資料の一部として保存 ・公開することが、長野県当

局によって検討されている。 (2007年、「長野県デ

ジタルアーカイブ」ワーキンググループが立ち上げ

られ、その活動を受けて翌2008年 「長野県デジタ

ルアーカイブシステム研究委員会J、それと並行し

て 「長野県デジタルアーカイブ推進協議会」が設け

られた。既存の県有資料群のほか、県民参加型のアー

カイプスを構築するべく作業が始まり、一部公開さ

れている。)

2 寄贈者布村安弘氏について

本学付属図書館所蹴和書は、点数総計591点、そ

の内訳は、俳譜関係書21点、浄瑠璃関係書10点、

国語国文学関係書111点、女子教育替62点、明治

期の平日本45点、漢籍342点である。

これらの和替の大半は、布村安弘氏の寄贈による

ものである。布村安弘氏とはいかなる人物なのか。

太万川氏は前掲「長野県短期大学付属図書館和書

解題(ー)Jにおいて次のように記している。(5)

本学付属図暫館の所臓に相当数の和書の女子教

育普というべきものがある。これは本学の前身長

野県女子専門学校で教鞭をとった峡布村安弘氏の

容11自によるもので"(中略)伝え聞けば、氏は富

山県の出身、京都大学を卒業。長野県女子専門学

校着任はその創設期である。昭和5年(1930)の

教員組織の中に教授としての名が見え、昭和7年

には歴史地理の担当教授とある。在職は昭和 16

$8月まで、その後は泣く大陸の北京大学に転出

されたという。

『長野県女子専門学校長野県短期大学五十年史』

によると、布村安弘氏は創立メンバーの一人である

(表l参照)。



長野県短期大学付属図書館所蔵和替の

データベース総築に向けて

員表」に「教授/歴史 ・地理/文学士/布村安弘J

と見える。 1941(昭和 16)年退職、北京へ赴いた。

cr五十年史』によると、戦時下の機構変更があり、
1942年には生徒が減少しており、ポスト削減が退

職の一因であった。)

〈北京時代〉北京大学に勤務。通訳っきで古文書

学等を講義。北京師範大学へも出講。終戦後 1946

(昭和21)年夏に帰国。

〈富山大学時代〉帰国後 l年半、富山高校社会科

教諭を勤め、 1950(昭和25)年春富山大学教育学部

教授に就任。前年創立の同学部の教員スタッフが弱

体で、布村は招致されて社会科第 l講座を担当。

1964 (昭和39)年、死去。享年65歳。
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成探策詩氏は、『長野県短期大学図官官自だより』

第3号に布村安弘氏の経歴について調査された結果

を報告されている。f6l以下、成探氏の調査に基づき、

和村安弘教授の11塔歴を紹介する。

本学付属図書館所蔵和書の構成

本学付属図書館所融不[1替の構成の特徴は、実に幅

広いジャンルの和曹が網羅的に収蔵されていること

3 

である。

多数の女子教育曹は、本学が 1929年自IJ立のわが

国で長・も古い公立短期大学で、前身が長野県女子専

門学校であったため、女下教育に力を入れていたこ

との表われと考えられる。

収蔵されている女了・教育容の特徴は、女重室記や

女大学の類が盛んに出版されるようになる近世中期

〈生い立ち>1899 (明治32)年富山県婦負郡東

呉羽村(現富山市)に出生。県立富山中学校(現富

山高校)を続て、 東京高等師範学校(現筑波大学)

を卒業し、旧制中学校の教諭を勤めた後、1926(大

正 15)年京都帝国大学文学部史学科に入学。

〈京都大学|時代>1929 C昭和4)年京都大学を卒

業、およそ一年副手として国史研究室に勤務。指導

教員は日本近代歴史学の確立に寄与した三浦周行で

ある。 三浦の指示により長野県女子専門学校赴任。

〈長野県女下専門学校時代〉長野県女子専門学校

に創立の翌年 0930年:)に着任。『長野県女子専門

学:校 長野県短期大学五十年史』の「昭和7年度教

117 
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のものから明治期にいたるまでのものが揃っている

ということである。

天野晴子氏がこれらの女子教育書を閲覧し 「長野

県短期大学付属図書館所蔵近世女子教育関係和書に

ついてJという報告書を記しておられる(7)。氏によ

ると一般に女子教育警は3つのスタイルに分類され

るとし、う。

1 )教訓を記述した教訓型

2 )手紙文範の形式による手紙文例型

3) 1)と2)を合体したスタイルのもの

所蔵女子教育替の中で最古と恩われるものは、後

掲書誌にもあげた『女訓抄』である。(写真l参照)。

『女訓抄J (写真 1) 

青山忠一氏によると 『女訓抄』は「仮名草子女訓

物の権輿」であり、「女訓物として最も古いという

だけに止まらず、寛永 14年(1637)刊の古活字本

の存在や、古写本の現存という事実に!慣らして、仮

名草子全体に中でもその成立の古さと云う点で屈指

もの」であるという(8)。浅井了怠『可笑記評判』

cw仮名草子集成』第 15巻、 1994・12、東京堂出版)
の中で、 「身もちの事は女訓抄につぶさなりj と記

されていることから、刊行当時から高い評価を得て

いたことが親われるが、そのような女訓仮名草子の

|慌矢ともいうべき『女訓抄』の寛永 19年版が本学

に所蔵されていることからも、女子教育蓄の構成に

組|心の注意が払われていたことが推測される。天野
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氏は次のようにコメントしている。 (9)

日本の古代から中世にかけて形成されてきた

仏教的色彩の強い女子教育観も根強く、 『女訓

抄』はこれを基調に、前述の儒教j思想を入れな

がら、 著述されている。御所蔵の寛永 19年版

は、木版刷としては初版本の一つである。近世

前期にあたる 17世紀頃に、盛んに出版された

これらの女訓書は、数n時ないし数十冊に及ぶも
のが多く、内容も高度で難しい。まだ文字文化

に親しむ階層が、武家ないし庶民の上屈に限ら

れ、 高価でも差し支えなく、身分に合った教養

が求められていたのだろう。

さらに、氏は、本学付属図書館所蔵の手紙文例型

の女子教育審および、教訓型と手紙文例型の融合型

のものについて、書名を挙げながら以下のように述

べておられる。側

手紙文例型

男子用の庭訓往来に倣って作成された『女庭訓

宝文庫』は、毎月往返 1双 ・12か月の文例を

収録したいわば基本形である。さらに、『女用

文書宝鑑』のように、出産や結婚、旅行の銭別

や病気見舞いに至るまで、日常生活のあらゆる

場面において必要な手紙文例を集めたものも、

少なくない。

融合型

教訓や手紙文例、百人一首などの内容を盛り込

んで 1附にまとめた合本ーたとえば『女周知恵

鑑』ーに代表されるように、きわめて多彩な記

事や絵図が豊富に収録されている点を指摘して

おきたい。眺めるだけでも面白い工夫がこらさ

れており、現代のテキストとの相違を考えさせ

られる。

以上の指摘から、本学:付属図書館所蔵の女子教育

曹が、女子教育審の 3つの型を踏まえたものである

ことがわかる。また、後掲分類目録からわかるとお

り、62点に及ぶ大量の女子教育替は、女子教育に

とって必要不可欠な情報を網羅している。体系的に
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データベース構築に向けて

女子教育替が構成されていることが理解できる。

次に国語学国文学関係書の構成について考えてみ
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前掲はじめにに引用した 『信濃毎日新聞』掲載の

小西学務部長のコメント にも明らかなとおり、国文

学も国粋主義を謡う道具として時節に合致したもの

とみなされていた。

『源氏物語Jr桐壷J(写真2)

『源氏物語』写本2種については、平林香織・呉

羽長「長野県短期大学付属図書館所蔵『源氏物語』

写本二種について」において翻刻と系統分析がなさ

日本語や日本文学理解に欠かせない近世の国学者

による『字音かなづかひjJW言葉のやちまた』といっ

た国語学書や、現在の源氏学や伊勢学の基本図書で

もある北村季吟『源氏物語湖月抄Jや藤井高尚『伊

れている。ω
『源氏物語』のパロディ本である『偽紫田舎源氏』

全 13冊も美鹿な状態で所蔵されており、国文学研

究史における『源氏物語』の位置の重要性について

十二分な理解があったことが窺われる。そのような

国文学関係警に関する見識の高さは、長大な 『伊勢

物語』注釈史の中から、現在の 『伊勢物語』 注釈替

の基礎を形作った『伊勢物語新釈』が選定されて収

蔵されている点、からも理解できる。

また取合せ本ではあるが、『南総里見八犬伝』全

106冊が揃っている。表紙や挿絵にも凝って刊行さ

れた滝沢馬琴揮身の読本『南総里見八犬伝』が全冊

揃ったかたちで存在することは、国文学研究の基本

としてテキストの完備ということが念頭に置かれて

いたことが想像できる。取合せ本であるからこそ全

冊を完備しようとした収集者の意思を垣間見ること

ができるといえるかもしれない。

後掲分類表にある通り、国語学関係警は、 音韻論、

表記論、文法替、辞盤、方言といったジャンルを網

羅しており、 国文学関係書も、和歌、俳謡、物語、

演劇といった韻文学 ・散文学 ・劇文学を網羅してい

る。すで.に述べたとおり、女子教育響もあらゆるス

タイルの女子教育に|期する書物が収蔵されていたが、

国語国文学関係暫についても問機のことが指摘でき

勢物語新釈』などの国学者による注釈書が収蔵され

ている点も、本学設立時にわが国が国粋主義的時代

であったことと関係しているだろう。ただし、これ

らの国語学書や注釈警は、国粋主義に合致する志向

性を持つてはいても、純粋に国文学的立場からも優

れたものが収められているということが理解できる。

『奥の細道』と対で販売された『奥の細道菅菰抄』

なども含め、国文学注釈の基本図書がそろえられて

いるといえるυ

また、特筆すべきは、漆塗り桐箱入りの嫁入り本

と思われる『源氏物語jJ(写本)全54冊をはじめと

し、浅黄色絹布表紙の美麗な『源氏物語末摘花』

(写本)、見聞きに巻を象徴する場面を描き、和歌や

解説が付された『源氏絵本藤の縁』、梗概暫 『源氏

小鋭』、注釈響 『湖月抄jJr源氏物語忍草』といった
『源氏物語』関係留の充実である。

嫁入り本『源氏物語』は、 i笹色表紙に金泥で、巻

ごとにその内容にふさわしい花鳥風月画を描いた大

変豪華なもので、また、保存状態も良好である(写

真2参照)。

る。

以上の考察から、本学付属図書館所蔵和曹は、女

子の高等教育機関としての設立趣旨に沿うかたちで

の網続的な構成を持ち、しかも国文学史において重

179 
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要な位置を占める図書を過不足なく有しているとい

う特徴があることが明らかとなった。

4 おわりに

以上の調査により、本学付属図書館所蔵和警がた

どった歴史やその構成上の特徴が明らかとなった。

後掲分類表は、本学付属図書館和書のデータベース

の基幹情報となるだろう。

今後、さらに、個々の和書のすべての書誌データ

の分析を行い、個々の和替の書誌学的位置づけを行

う必要がある。また、データベースとして、すべて

の丁の正確な写真撮影、その画像データの保存と公

開を行っていかなければならない。未翻刻のものか

ら順次翻刻作業も進め、テキストデータを電子入力

する必要もある。将来的には、ウェブ上での情報公

開も視野に入れていかなければならないだろう。残

された課題は多いが、本学付属図書館所融和警のデー

タベースを構築するために、さらに調査研究を行う

必要がある。

本学付属図書館所蔵和書の分類

刊本袋綴析形本(16.6X14.1) 1巻 l冊〔表

紙)灰色蔓草模様〔外題)(剥落)(柱刻〕 ナシ 〔内

題〕ナシ 〔丁数〕全57(行数)8 (匡郭〕ナシ〔挿

絵〕ナシ 〔用字)漢字平仮名 〔序〕ナシ〔抜〕アリ

「元禄七年素龍/元禄八年去来/明和七年蝶夢J(刊

記)I寛政元歳酉仲秋再版/搭陽蕪門書林井筒屋庄

兵衛/橘屋治兵衛J(版〕寛政元版

〔備考)(鎖)俳譜(著)松尾芭蕉

いがごえどうら.うすごろ〈

伊賀越道中双六 〔登録番号912.4-4) 

刊本袋緩半紙本 (22.0x 15.5) 1冊〔表紙〕

繰色無地 〔外題〕ナシ〔柱刻〕ナシ〔内題)I伊賀

越道中堅六J(丁数〕全 103(行数)7 (匡郭〕ナシ

〔挿絵〕ナシ〔用字〕漢字片仮名平仮名〔序〕ナシ

〔政〕ナシ 〔刊記)I天明三奨卯年四月廿七日/浪華

山本九菓亭版/同玉水源治郎版/同紙屋興右衛門版

/京寺町松原上町今井七郎兵衛版/江戸日本橋四日

市松本平助版/大阪北演西横掲船町加島屋清助版」

〔版〕天明三版

〔備考)(類)浄瑠璃義太夫(著)近松半二 ・近松

加作

双蝶蝶曲輪日記 (登録番号912.4-7) 

以下に、代表的なものの書誌を記す。作成にあたっ 刊本袋綴半紙本 (22.0x 15.0) 1 冊 〔表紙〕

ては前摘太刀川氏の研究O?Jを参考にした。 黒色無地 〔外題〕町1)原題安定 左肩 単事rsI双蝶々世|

しんI~なつみ

新華摘 〔登録番号911.3-1) 

刊本袋綴大本 (26.4x 18.8) 1巻 l冊 〔表紙〕

鯨色無地〔外題〕刷原題簸 中央 「新華摘J(柱哀11)

ナシ〔内題)I新花つみJ(丁数〕金44(行数)9 

〔匡事rSJ ナシ〔挿絵〕アリ〔用字〕 漢字平仮名 〔序〕

ア1)I天明四年月渓誌J(肱〕ナシ 〔刊記)I覚政九

年孟秋吉田/一候菱屋IIIT林甚右衛門叡J(J閲覧政

7lJ坂

〔備考)(類)俳譜(若)与謝燕村

これは、寛政9年 (1797)に刊行された与謝蕪村

の俳諮句文集である。そして、この本は、 与謝蕪村

本人が原稿と挿絵を描いた、英本で非常・に貴重なも

のである。

お< 1まそみち

奥の細道 〔登録番号911.32-5) 

120 

輪日記J(柱刻〕ナシ 〔内題)I双蝶々曲輪日記仇

九場J(丁数〕全96(行数)7 (匡郭〕ナシ 〔挿絵〕

ナシ 〔用字〕漢字片仮名平仮名 〔序)(抜)(刊記〕

「寛延ニ己巴年七月廿四EIJ(版〕寛延二年版

〔備考)(類)浄瑠璃義太夫(著)竹田出雲 ・三好

松洛 ・並木千柳(成)覚延二年初演

げんιものがた1)
源氏物語 〔登録番号913.36-2 ・ 1~54)

写本列帖析形本(16.8x 18.2) 54巻 54fI時

〔表紙〕濃紺地金時絵草木模様 〔外題〕書原題簸

中央 (柱芸11)ナシ 〔内題〕ナシ 〔丁数)(省略)(行

数)12 (匡郭〕ナシ 〔挿絵〕ナシ 〔用字〕 漢字平仮

名〔序〕ナシ 〔抜〕ナシ 〔刊記〕ナシ

〔備考)(別)源氏・光源氏物語(穎)物語

なんそうさとみ阻ヲ11んでん

南総里見八犬伝 〔登録番号913.56-卜 1-106)



刊本袋綴半紙本 (22.7X 15.8) 9輯 106冊

〔表紙〕仔犬模様(輯巻により色模様異なる)(外題〕

刷原題賃貸 双郭左肩 「里見八犬伝J(柱刻〕ア

リ 〔内題)r南総里見八犬伝J(丁数)(省略)(行数〕
11(匡郭〕単郭 (18.2X 13.7) (挿絵〕アリ(淡彩)

〔用字〕漢字平仮名〔序〕アリ〔抜〕ナシ 〔刊記〕

(省略)

〔備考)(別〉里見八犬伝(類)読本(著)滝沢馬

琴 (1-5輯の 25冊は三背堂、6-8輯の23冊は

湧泉堂、 8輯以後の58冊は文渓堂)

わみaうるいじ・うしよう

和名類栗抄〔登録番号813-13・1-5)

刊本袋綴大本 (25.6X 19.3) 20巻5冊 〔表紙〕

黄土色横縞〔外題〕刷原題簸左肩単郭「和名類

衆抄ー(巻数)J(柱刻)r魚尾和名丁数魚尾j
〔内題)r倭名類来妙J(丁数〕金53(二45 三 41 
四39 百J(行数)13(序10)(匡郭〕単郭(23.1X 

17.6) (挿絵〕ナシ 〔用字〕漢字片仮名 〔序〕有り

「元和三年丁巳冬十一月J(抜〕ナ シ 〔刊記)r書林
大坂心費橋筋順鹿町渋)11m右衛門/皇都書林 一
条冨小路北升屋勘兵衛J(J仮〕不明

〔備考)(男11)和名類衆紗/和名抄(類)辞官

間のやちまた 〔登録番号815.7・5)

刊本袋綴大本 (25.3X 17.8) 2巻1間(上下

合f!11)(表紙〕淡線無地〔外岨〕刷原題簸左肩

m事I~r (剥落)また+'J(柱刻)0やちまた O丁数
〔内題)r詞八街(上 ・下)J(丁数〕全108(行数〕
10 (序6/抜6)(匡郭〕巾郭 (20.0X14.5)(挿絵〕

ナシ 〔用字〕漢字片仮名平仮名 〔序〕有り「文化三

年有.凡ト三日/尾強植松有信J(政〕有り〔刊記〕

「文化五年成辰之春発行/製本弘所告:林/江戸1=1

，...jI:柄通壱町田須原屋i~J芸術/大坂心繍橋筋唐物[lIT河

内hl太助/勢州松坂日野町柏出兵助/京都寺町通松

崎{トル町l勝村治右衛門/同御幸町通御池下ル町菱屋

係兵衛J(版〕文化五版

〔備考) (別)詞八街(類)語学(著)本居春庭

(成)文化三刊

じ.<んl-.う

女馴抄 〔登録番号159.6・1・1-3)

ドJ4: 袋綴大本 (27.7X17.6)3巻3冊 〔表紙〕

121 

長野県短期大学付属図書館所蔵和舎の

データベース線築に向けて

藍色無地 〔外題〕刷原題簸双郭左肩 「女訓抄」

〔柱安IJJr女訓抄巻上(巻中 ・巻下)J(内題)r女司11
抄巻上 (巻中 ・巻下)J(丁数〕全122(行数)11 

〔匡郭〕単郭 (21.8X 15.9) (挿絵〕ナシ〔用字〕漢

字平仮名〔序〕ナシ〔抜〕ナシ 〔刊記)r寛永十九
年孟秤吉田/三条菱屋町林甚右衛門板J(版〕寛永

十九版

〔備考)(類)教訓

この本は本学付属図書館蔵智の中で、最も古いと

思われる和書である。

島んなだいが〈たからぱこ

女大学宝箱 〔登録番号159.6・44)

刊本袋綴半紙本 (22.8X 15.5) 1巻1冊 〔表

紙〕薄藍色無地 〔外題〕廊IJ原題簸双郭左肩 f女

大学宝箱全J(柱刻)r女J(内題)n教草女大学J
〔丁数〕全51(行数)5 (匝.郭〕単郭C18.6X13.0) 

〔柿絵〕アリ 〔用字〕漢字平仮名〔序〕 ナシ 〔抜〕

ナシ〔千IJ記) r安永二年奨己仲秋/中島勘兵衛板
/安永七年戊成六月再版/:i."l政凹年壬子九月改芸IJ/

京都弘所書林/山本長兵衛J(版〕寛政四版

〔備考)(類〉教訓 ・往来(狩)貝原益軒 (r女大学』

の通行版)

おんないましめt.><ん

女誠和訓 〔登録番号159.6・13)

-FIJ本袋綴 半紙本 (20.1X 15.3) 1巻1rl日〔表

紙)J白色網目 〔外題〕刷脱届簸双郭左肩 f女誠

手IJ訓全J(柱刻〕ナシ 〔内題)r女誠和訓IJ(丁数〕
全20.5(行数)9 (民郭)f11郭C17.2X13.1)(挿絵〕

ナシ 〔用字〕漢字片仮名平仮名 〔序〕ナシ 〔抜〕ナ

シ 〔刊記)i明治七年七月/同年十二月刻成/尾強

名占屋門IUT前町壱丁回 秋旧出版助発免 〔版〕明治

七版

〔的考)(類)教訓I(若)*111野巣Q
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長野県短期大学所蔵和書分類表

2 修館関係

分XJI需時 ヨ〈 Jl'l.f. '.}賓S 913.36 121 1-5 源氏物語忍Il
10:あずまなま

911.191 I あづまなまり アズマナマリ り.jf.X吾輩劃HEIU: 
文伝燭廓}j虫 913.38 I11・5 2提衣

911. 19 2 11-2 lkおもしろ ワヌIオ'f:νロ 附持家lkおも しろ !F.iO( 913.39 1 1 1-21 輩花物16

911.19 3 11-2 鮒和故後百載龍
トクワカゴソンザ

イシェ‘ク
E正歌 913.39 2 1 1-9 ~花物漏

911. 2 111・2俳Z普天爾絞抄
ハイカイデニハ

俳締天爾被骨 俳E官
シ"ウ 913.4 171 1-3 係正物Z百

911. 3 1 1 新情婦 Y ンハナツミ 俳E特 913. .; 201 1-12 平家物IH

911. 3 1111-3 俳J曹祖泉
ハイpりイサピシ>1

草証3告 俳館
‘E 913.4 381 !目・4録0 太平定

911. J 1211-5 師1:世嗣* J、ィ:lJイゴザン 闘車 俳E時
913.4 41 1 1・10 明a拘踏

911. 3 3511-2 梅*-説集 パイシツカシ品ウ 俳踏
913.4 431 1・3 平拾物語

911.3 3611-2 樹唱f・1合集
パイ γツツケアイ

保竜太人附句篠原 俳踏
γュク 913.5 2 1 1・4 ~色反巳倒

911. 3 3111-2 .，太句集 リ日ウタクシaウ 俳踏
913.5 1 4 提陰IU'物語

911. 3 3811・2胤吋句集 ランセツク シュウ 俳諮

913.51 I 1 1-2 縛雪輯15
911. 3 3911-5 風俗文選 フ少ゾクモンゼン 俳締

911. 3 4011・5UTWI .Jtl鎖的潟
ハイ力イイチョウ

俳獄
シュウ ゼンベン

911. :l 4016・911111'11阜県後鑓
ハイプJイイチヨク

俳E昨
シュウ コウへン

911. 3 41 おらが~. オラガハル 俳t官

913.51 2 1 1・10 111.平雄物路

913.52 1 1 1-5 情肯三味線

913.52 7 1 1-5 I吐間且血気質

911. 321 3 野ざらし紀行抄
ノザラシキコウ "さらし紀行翠l蝿

俳'"シ硲ウ 抄"1柄妙

913.531 1 起F食転合

911.32 111・2UTlW!3鯨説
F、イカイ，<シ盟?

包艶富量 憐E明グン

913.5312 起ホ転合

911. :l21 5 典的細道 才タノホソミヲ・ 憐lYi
913.5313 通汀総篇

911.32 GII・2典的畑道町議抄 >1タノホ yミテ
俳2時

メガゴモシ銀世
913.5314 銅剣深I~

~~ 1 1. 32 1211-2 俳2悼七郎』駐
ハイプJイシチブ !:;SU駐也揮七榔

俳m
シュウ 蝿

913.541 1 紙滋町四十1¥f. 

911. :12 1411-2 俳J軒七郎集約迎 ハイメ切イ シチプ
俳2肝

シaウ・ンュウイ
913.541 2 令Y禍腕

913.54 3 1 1-12 #色伝:主の花
2 浄瑠珊関係

分ui酢り 事4 ヨミ lJIl4'， 分刻 913.55 111・18 東海道中E書架色

912.4 l 半世if，磁蕊紀
ヒヲ押すセイスイ

i1> q語綱1Ii ~)<
キ 913.55 1 119-'3 続膝型芭

912.4 2 刊b宣伝俊平智鑑
λ ガワラデンジ品

t争指摘施太夫
テナライカプIミ 913.56 1 11-106 剛健'1\此凡~伝

912.4 3 IIIHR盤験問仇討
ハヨネレイゲンイ

i1>IiI珊縫太夫
ザリノ 7グワテ 913.571 1 1-3 民切 n 齢~1;4-:

912.4 4 伊f'll車道巾双山
イプIゴ広ドウチa

i1>Ji1縞線北;J<ウスゴ口タ 913.58 1 1 1-13 修欝倒骨嵐氏

912.4 5 It主'/y山鍋i底調
イ号セγマ>1ンナ

丹、庖嫡縫JにJ<
テイキン

912.4 6 I ~I'議矢n l!t
νンレイヤグチノ

i1>Ji1硝iliJに去
ログシ

913.7 1 1 1-6 御伽円物語

912.4 7 1M鍬 ~t fllJ鎗 n ~
フタッチョウチn

i1>1jij綱縫).;J<
ワタノレロエッキ

810.1 5 1 1・3 コ抵の締よりそh

912. .1 8 給ぶ~!拍車! エホンタイコウキ 浄瑠嶋9章太夫
810.2 1 7 <<下'r-l!l1<且

912. .1 9 11J'f'l1ll点併合羽
イプIゴ広ノ リ力ケ

i1>f田明』竜太夫
11 " パ

810.3 1 1 相続d1I.解

912.4 10 広明iト凹)1: */チョウニジ'"
i1>Ji1嶋施よ』己'7シコ ウ

810.3 1 2 和'y.解

810.3 1 3 制fi新報

3.図版関文学関係
分踊酔ψ 事<1'， ヨミ 開14'， 分釦

811. 1 t I 1・4 同克渇J)'

913.22 2 1 1・2 .，.Jt伊勢動脈 サンロクイセモノ
ガタリ

輯Z再.Jtf，正 811. 1 1 2 時4縄問'y.路

913.3 1 1 1-15 。 i ~t(i鈴蘭掛川 クジシュワイ毛ノ
限J/;

プI夕日
811. 3 t 1 卜2 神下11文伝

913.321 1 1-6 11'"鞠RII新釈
イヒモノグIタ ~ y

IE釈ンンヤタ
811.3 t 1 3 誕'i'1:l (陣'i'lI~"'H

紙}

9l:l. :Hil I 1-6 隊問物BtI
活チクボモノガタ おら〈ぱ・llil/..I畢

物Jd
リ 輯511 811.561 1 T世日仮名時

~II :I . :16 2 11 54 蝉I~物dI! (￥ぶ} グ yジそノガタP 孤I.~' 克歯車J~鞠紡 輯1ft 811.66 2 1 1・3 膏附仮'i'1II例例

9l3.361 2 55 誠氏物酔IA<備IF.(1/4-: グンジ老ノガタ世λx;; ムノハナ 鞠Z再 811. 661 3 字時かなづかひ

!H:I.:16 4 1 1・3 隊I~給ぶ H極的融
ゲノジ広域、ンフ

給Aド d・町総 鞠rn
ジノユtJリ 811.561 4 ふり分かみ

ゲンジ'f:ノガタリ
融輔必I.~ 線氏必

913.36 101 1・6 Z雄氏物!Ii 必は
シノプグサ

併 しのぶ〈書 。減 If.釈
氏物111帥

制1.56 5 1 1-5 和学il:l監紗

制海艇・蝋紙雌・誠 813 13 t 1-5 和名制罰抄
氏lijl 鵬 ・減I~彼酔 ・
げんじのうち'1、
かぎみ歯植民之11

813.5 1 1 1-13 祖J離宮

913. :16 111 1 :1 iJQ; i~'1、情
制止貫1・蝋代邸(，.;

グンジヨヌ'JjJミ .~ 樹氏ボj直曹楓 物111
別3.[， 1 1 1-3 III~冊(.

氏 1 1U.蝋I~輔副
"、観創氏物耐抄 813.6 2 t 1-3 倒的ひぜき
解・誠氏ゆかりの

ßf唖 ・ ~I~蝉主抄 ，
~H~略11.

向15.41 1 前16櫨zl;
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ゲンジモノガタリ
議2告忍I;f.源氏忍

シノプグサ
草・しのぶくさ源 住，.f1
氏物語抄

ザゴロモ
狭衣物語ーさころ

理，，~量
も

エイガモノガタリ
帯植物語・世緩・世

I'.t史物語継物語

二.-{'ガモノガタリ
栄M物鰭・世纏・世

底究鞠lli
自盛物踊

ホウゲンモノガタ 保亘合吸物lli・保
l!I¥5!!鞠お司』 元記

へイ・ケそノガタリ 平治記 軍記物語

タイヘイキ !i[配物語

:1:11号ノガタリ lj{記物踊

h イジモノガタリ '~I由紀 iU!鞠16

シ"ンショクタツ 侮肝3振興./t色辰巳
人f担ぶ

ミノソノ 制

トウインヒジモノ
控除比司区 仮名 i.~ 子

ガタザ

ウスユキそノガタ うす・曹物語・うす
仮名目干

‘3 ゆき物税

ゲJベイイタサモ
仮名郁子

ノガタ リ

クイ コシャミセン 滑締本

セケングンナカタ 町車'JIl量世間且A
浮世眼下

ーを 気質

キショウテンゴウ 捕帯3依

キショウテンゴウ 柄務本

ツウザンソワq 持
健闘匝 柄Iti'ド~ 

センドウV/?
既日婦将軍 :111.船制

司自Iti..j;
探話

ケイセイ11イシ
f西樽本

ジa ウハyテ

ムスョベヤ 晶子偲kl蝿特m
柄僻本

前世

シ，，/，シgクデン
#色問京町吃 人tn)ド

j;ノハナ

トウプJイドウ-f"道中膝JI!毛・持世
増楠J本

ウヒザク qゲ ;11巾酔型車

ゾタヒザ夕日ゲ
週中腺盟主・浮世

滑I!l'ド
道'1'駿東毛

1'/':Iワサトミ
盟l且1¥);(i; 』量訓ド

ハ γケンデン

キルナノネカラj;
蝿ti.厳

ヰノナルキ

Zセムラサキイナ
凹骨量匝 l~ 令~

カゲンジ

オトギヒャタ司~ノ
近代御伽百物語

~õ今d官級御如何物 ~t買収子:11タリ
E量

タソノオョリ Yへ 167-

ドウシジツタ γア
問L~車下下保安 比 岱轟

ンケン

ガゴヤッ j;イ 強e?訳解 語学

ツジ11イ 76'1-

シヨ?シンガ :"I.CU時報初絹 路嘗

ドウプンツウコウ 占拠文.II! ' ~'r-J)' 主'y.

認ンタンカナプカ
XIu 

イ

11ンナヒフミデン X~(-

がジへン X'j: 

ガゲンカナプカイ 下骨かなゥかい 話事t

，...ンインヨUナヅカ 昨釦仮'i'1tI倒防持
置制

イ 附Il

ジオ/'j)ナプカイ E車'1-

7リワケガミ A・りわけかみ 司昨

ワジシaウラン
tl'i'，r.掻抄 I/i';， 

シaワ

ワミ 3ウJレイジ"
卯牢，鎖自足紗 ，，& 

ウシuウ

tlゲンシsウラン 飾品

ヤマピコゾウシ 車耐Jj"111曹国 F 給量

カヰノヒピキ 鱒制比傷起 2語学

カ7ゴザγロ 2語学



815.4 1 2 2 活紺維iIll ニ篇 カツゴザツロ 務!:t

815.7 2 1 1-7 ='1のたまのを コトパノタマノオ 語学

815.7 3 1 1-2 到のやらまた コトパノヤチマタ
g~)\衝・ 百躍のや

E西学
ちまた

お15.71 5 間のやらまた コトパノ肯チγタ
開)¥街..Hliのや

Z語学
らまた

815.7 6 1 1-3 t珂のやちくさ ロトパノヤチクサ 結~'f:

815.7 7 1 1-$ 倒的ちかみも コトパノテカミチ 踊?

815.7 9 1 1-3 ~llf悌 ゲ〆ゴテイ t~釈.~字書

815.7 101 1-10 向的制* ロトパノザリヒジ 歌学

815.7 111 古前悌内Jj
コゲンテイサイコ

崎学
ウ

815.7 121 1-2 飽鍛中の心
ヒモカガミナカノ

S語学ヨコロ

815.7 1:1 』包あられ グマ7ラレ 語学

815.7 141 1-2 暗3締本事量一事E
ジョジホンギイチ

Il!学
フノ

815.7 151 1-2 綿臨身抄本
ジカクコウゾヨウ

舗学
3ドン

816.6 I 1 1-2 消息文例
ショウソタプンレ

lt揖
イ

818 1 1 1-5 物矧跡呼結凶方8 プッN イショクコ )ia鈴甚
ショロクホウゲン

821. 1 5 1 I・2 胸先制鎖 積篇
マロウインキ却ウ

舟削コヴヘン

821. 1 I 6 縫合Y玉音J号 カンジサンすンコ
商船

ウ

910.22 9 1 1・44 占 l~紀伝 コジキデン !~釈

910.22 9 14a-47 占*Ili!伝日鉛
ヨギキデン・'"クロ

I~" 主!(r_f注釈 1 1 録 指'JI
ク

911. I 1I1 1-2 :11絡ft(~聞 拘カクJレイセy 曹民守

911.1 1I 12'>1-2 続融協llIl町
ゾクカ11 タ I~イセ

歌学
ン

!~ 1 1 . I 33 懐中抄{写本} カイヲーュウショウ 電貯

911.1 371 1-20 袖'1'妙
シ'"ウチaウショ

歌?ウ

911.1 381 1・3 lrbIlli己 エテイキ 制愚民晦抄 曹~?

911.1 ‘聞 歌'':;:腿躯 1J :11タテイョウ 歌乍

悦11抄 ・';Ili占抄・
供:1'，抄 ・1:拠抄 ・
児科之記 .)T;俊胞

911. 1 40 軍調1樹脂抄{写ぶ}
サギパロゴクヒ 抄 .JJ;俊和歌之

歌.~
:/Uゥ ?惇 ・冷融・4歌学

抄 .fll歌心捌県 ・
拘置之野 和歌邸

伝 . fll良 11 9d~

911. 1 41 詠放火紙抄
エイガタイガνn 詠~X磁附由 ・ x

司~'f.
ピ〉 制抄.x醐轟!

911. 1 11 叫，n ~t サキタサ 哩且:'t.

911.11 I11・3 "冷't.!歌附解
""1;ンギ"タノ11 11)ド晶:融解脱Jう棺

和歌 注釈イ 』匹

911. 12 2 I 1・12 百集1且略鏑
マンヨウシ!&'/

It'事t
リャクゲ

911. 12 1 1 1・20 )j盛和歌拠
マンョ "'711シ旦 )jfl和歌担俊民 ・

和歌
'7 )jlli血

。11.12 121 1-28 H盤代I!<:配{唱A<) マンヨクグイシ9 Ji民銀I~阪配 It1R 
ワキ

911， 12 17 I I・4 Jj艦艇U.~1i楠 d:
マンヨ ウシ 3 '1ミ

Jj庫銀11¥官輔l誕 n釈.¥・スホセイ

911. 12 751 1・2 Ji車線矧JIi抄
γ ンヨウシ旦ウIレ

I}庫県麟fl紗 和取
イヨウ，:0.ワ

911. 12 91 IìA陸III '~格
マンヨウシュウヨ

万Jf!仮下側 td乍クジプJク

~H 1. 13 2 1 1-6 山守拠i告鋭
コキンーンz ウトオ

~;今和歌集遺餓 和歌 .IE釈
カプIミ

911. 11 121 1-5 • j~ 比麻{~偏 ウイマサピ 何人 ・目制学 和歌

911. 1-1 171 1-9 16jU)jOI(他 オ?!}ノイコプト 新占今1M割)1志位 和歌 注

1-5 見調理的ii('51: ミノノイニ弘ヅト
斬市今見調理的事づ

制敢闘
k 

~n 1. '" 18 ミノノイ沈プ ト;j'新古今.l!iftの家づ
何故.Itfl 6-8 .l!ift的&!づl:Vi悌 リソコに 1: Vi泌

911.14 19 1 新山今和歌JI!
シンコキンワ11

軒，1;守地 歌臨iシaウ

911. 151 I Ir.J'職人歌(l-
;r.ドシ日夕ユンロ

11:ド聡人凪歌舟 和歌
クアワセ

911.6 1 1 附且$~艇伸聾絡It サイ'‘ヲプ'J ~9 ヒ 似』時機神当~It硲抄 強築制.，.，. .， 

913.36 111・60 制)1抄 コゲツシaウ ~氏物語糊JI 抄 鞠16 開

!JI3.36 7 I 1 2 術文製鍬 γプンセイキン 和文

1 23 常山晶:様 ジ詞 '1ザンキダy 'tI史
914.5 

ジgウザンキグr
24・28常山.I.!絞給il'l

シュウイ 1喧史

914.5 :1 I 1-2 週魂紙科
メキカエシ{カン

簡明コンシリmウ}

914.5 1 4 

1-2 
914.5 1 5 

3・5

914.5 10 

2 

121. 4 16 

121. 2 8 1 1-5 

4 女子教育書

分銅盤J}

152.6 10 

152.6 3 1 1-3 

152.6 I 4 

152.6 I 1 

152.6 8 

159.3 2 

159.3 3 1 1-3 

159.5 I 1 

159.5 2 1 1-2 

159.5 3 1 1-5 

159.5 1 4 

159.6 1 1 1-3 

159.6 2 1 1-3 

159.6 3 

159.6 4 

159.6 5 

169.6 7 

169.6 8 

159.6 10 

159.6 12 1 1 5 

169‘6 15 

159.6 16 

159.6 17 

159.6 18 

159.6 22 

159.6 29 1 1-2 

159.6 30 

'59.6 31 

159.6 32 卜6

'59.6 33 

159.6 3411-16 

159.6 37 

159.6 39 1 1-5 

159，6 10 

159.6 4J 1 1-3 

159.6 14 

159.7 

159. R 19 1 1-2 

281. 09 3 1 1・6

281.09 s 
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!:j!比山隊

1?Ji¥文集

I?Ji¥X世襲

万象千紅

千紅万紫

国守J守

聴fs償訴

官:1'，

絵Aド星;経

-lf:!r.担極純

1f.!r.Ail'f伝

拘!j!二十四良企

二十四苧伝

女低調主文雄

主家訓

!tIIU 事

』匝袋家訓

世lIt児銭

ねむりさまし

Jr，:'抄

Jr，銚(i!伝由

k倣:~ (写本}

k:主婦flJl蝿

Jd同τ=";遺

k今川縦小股

k今)11錦町(..~

k千代のたから

k珊4:l!

!J: ~'i' (.調IR記

Jr，式H敏昭

T:III担1.¥11医

主遊学機包

IIIt念仏 1;J(訓

総人桜合住

太府' Þ:~

~寵

掛人JHt

神i時k踊抄

揮E髭

4.ttT且i

命、ら:J由

内輔自~Þ:lr状

給広島~'J、 L~

I!< ，¥:';:且弘司h

出u同

!</I、'f.

三閃.tUH去 I￥，j.;)

長野県短期大学付属図書館所蔵和警の

データベース構築に向けて

ウイヤマフミ
うい山ふみ ・字比

同学
);山崎

マツヤプンシュウ 拘文

マツヤプンシ3 ウ

コウシュウ
卯文

パンシセンコワ fE:aI: 

センコウパンシ F紅万曹初聾 経:aI:

コタ'ゴウコウ 国学

スン{シ3 ン}グ
嶋見直先生随措 鶴市

イザツワ

ヨミ 車l:f， 分短

エホンヂz ウキョ
4量調

ウ

コウジョミサオグ
牢女自量草 教育サ

ロウジ司有:ノデノ
江州蔵官キ女起野

伝fi!
伝

ワカンニジュウシ
伝記

テイジ担デン

エジュウショウデ
教訓

二〆

オンナテイキンタ
従来

カラプンロ

オンナ:lJタン 往来

オンナドウジキョ
!<;t:語教 教訓

ウ

ドウモウカクン 万L~~.JIIft鍍家馴 歌劇

セセツジダン ll!!& 

ネムPサマ'l ねA、りさま し 教捌

ジ，クンシ鈍ウ 教訓

オンナカガミヒヂ 主鰻 ・をんなかが
住京

ンショ み

;j';;ナカタキワテ 伝記

オンナジγゴキ，
従来

ウロガネプタ u

ジgタンサンノミ
瞳I正 従来

チ

オンナイ守11ワヒ
往来メヨマツ

;j'ンナイマガワエ
IU長

y~ ノ ロ グカラ

オンナチヨノ タカ
従来

ラ

オンナチgウ*ウ
教押

~ 

;;-ンナテラョチm
IE揖ウボウキ

オンすシキモタ11
!<，CIl・高水lfi剣

:tIミグサ 立式日績は ・li事 従来
IIIW!<.e.fltT:式11

オンナチエカプIミ 従来

オンナユウガク ミ 百人町!Oll.H f
従来 ・作IR

サオカタIミ 主竃'芋独首E

ニ ".It)ネンプツシ
敏捌ジgクン

ヨメイリ グンゴウ
札世.

パシヲ

ヤマトジ.11ィ 教訓

ツq カプIミ 掴IU!C 教訓

フジンコ トプキグ
M人:.1:.1，、~r.( 唱邑7:

サ

シンコクジ羽タン
教訓

シ0'1

教訓給入ひめかぜ

ヒメ '11jfミ み ・教訓般人It党 教訓
11:.1主1e&

勺事』ツエ 11 肱・lU~"， 心't-

カラキヌ 教捌

テイフYメギ"。 製印刷蝿担~fi状 ・
伝記

ジgウ 自M徐行状

'"ホンヒメコマヅ 教訓

オンナゲイMクタ
敏官

泊予パコ

ゼンクン 'HT: (.的指 教訓

オンナνaワプIタ 4重罰

サンゴクヲウフデ
従来;; 

諸事邸緑婦!<lJ)誕伝 シ;t?"ヒロタフ
事i亘!

いよ-!') ジ""ウギヂン



To Construct the Database of Japanese Old Books 

of Nagano Prefectural College Library 

21l1. 09 6 I 1-8 古列k伝 コレツジmデン 伝記

281. 09 10 I 1-2 続列宣伝 ゾクレツジgデン 伝記

281. 09 14 近世~11女伝{写本)
キンセイレツジョ

伝記デン

381. 1 131 g・3女子風俗化粧硲伝
ジョシフウゾクケ

化粧硲伝 風俗
ショウヒデン

815.9 1 l¥I共の五4さ タモイノタマズサ li来

815.9 I 4 立製機宜
オンナヨウミサオ

往来
グサ

816.5 I 1 立中h車場JJI曹1 オンナヨウメノウ
往来，、コ

816.5 2 klll大企
オンナヨウタイぜ

往来ン

オンナヨウプ〆

816.5 立1II~配当〈鑑 :/:1ウタカラ:/J:tJ 従来
、、

911. H 13 flJ k~i人} 凸
レツジ羽 ヒャクー

相1女百人-r，' 和:o:ンイッシュ

立教侠1;';白人一首倫*-
トウ:/Jヒャクー，ン

使le百人一 昨鋤*-
911.14 15 

事
イッシュキョクス

事
和歌

イノエン

911.14 16 鋭氏自人〕品
ゲンジヒャクニン

ftl歌
イ ッ:/~

911. :; 3 J 1-10 車l治16 ロロンゴ {曇鎗16 教訓

162.6 1 1 母後"1'鍋u< エザゴロウアデン 伝紀

152.6 11 続典来師女)f，rr， ユキョウテンヨシ;>j
教訓

ンナョウキョウ

383.1 153 t・4Jjf，J吐宜主主，Y$
レキセイ ジ0;/'1

風俗
コウ

384.9 J 1 lli古郎総lI.
シンヨシワラサイ

風俗
ケy

191. 1 2 1 1・2胸高11;111集
センチ ャショ ウ

宵湾謀総 革滋
シzウ

191. 2 111・4 』匹 1r ll!~ チマジyウラy >1Iiill 

191. 2 4 古今都人;1'，111
ロ""チャジンケ

高人;MJI 某週イフ

チ守カスイコ ーン~

191.2 6 I 1-2 幕以酔o'oiJI lJJ1a 。(ザア} シgへ !It.匝俳古銀 』長選

191.2 7 高人IE押雌
ザマジン;tn'・".1;/

古今>1Ii人花仲. 某道勺

5，明治則回初本
分~1昏貯 昨，y， ヨミ 目。J<<' 分断

152.6 6 19111:ニ i'P司教
".(ジ品.;;_.. ~シシ IH!lJf.明I{，新剤・

教訓
:I ，) 11問傘車銀修身

152.6 9 '91紛牢節倣
メイジコウセアロ

伝記
タ

159，6 6 1・2lllrJfJc'，t ジ )t~ォシ芯グサ ~" 
159.6 13 主総和訓

;>jンザ イマシメロ
教訓

クン

159. (j 14 1-2 kのしつ吋 オyナノシツケ 教訓

159.6 '10 教の E申 (J:書} 対y;t，ノ タマ1サ
!J:、町修身暑の五

教訓
車 ・主砲教の主睡

159.6 21 倣"Jy;:.!Hot詑 {平冷:)
:JJタキウザ'オンす

伝記
.，.， ウシン'"

159.6 26 “横鐙女IJJ心的
ミサ>l':JJ;ガミ エ日

教訓
ウポウコロロエ

159.6 21 1-2 11本究極
エホンオンナ:)1:/1

教劇、、

159. f. 28 lJjj量k大'~
シンセンオyナダ

4量制イ:JIタ

169. fj 41 .t高k今川
ホタサイオンす・ィ

O!J(劇
γ 11ワ

159.6 42 小鳴i既知札大全
;tガサワラシ羽レ

礼悦 ・lIiW
イタイゼン

160 IS 大口ぶl司教槍 ダイーホンヨツ
仏教

キ!Iウロン

281. 1 4 時倹抑帥人伝
Vυ コウレツフジ

~ï1:晶画撚叩聾 伝記
ンデン

281.1 7 バド制JfIJt;もi
*ンデ割引レ、ノ

伝記ジョデン

281.1 8 本制JfIJ!J:伝
*ン;_J-u'.I'レツ

~，&! yU7/' 

281. 1 1:1 1-3 制 li'l fIJ Þ; ~，
リaコウレツジ羽 凶IE割向州立が ・

伝記.，"1ン ~~rl1向，'J!<(Ú

191 般車椅』 ~ンナ ャキゲン 胸躍会m式jI} 搭ili

191.2 5 I I司2掛式制)l抄
チャシキロゲツ

lliili シ日ウ

810.3 6 制の~tr脱
ロトパノンオリク

作制 ・ ~'i'イユ写会や

811，5 1・2邸中時 カナコウ 瓦'1'

811. c 6 かなづかひ教斜掛
カナヅプJイキ日ウ

時醐1・x字
カシm

812 2 ，.1煤0)111訓 ロトパノネシヲベ 16;1-

815 9 1 1四2 ß~I~夕、 .l! \'l ロト，<ノク ミタチ 主t邑

815，5 形状，11，鰍前川凶
ゲイ ジ!J.，ゲンゴ

主!~シャカツ ヨウズ

815，1 1 6 ，.，ゅひ抄 アユイシ目 。 XI広

124 

815.7 4 卜.2揖町姐略 コトパノタダジ 主法

815.7 8 1-3 制通路 ロト"ノ'hヨイ ジ
剖乃過酷 ・曾JI!の

晶悼
かよい勾

815.9 s 世界蝿ý;t~米竹田
セカイオノナオク

車電電ライタケグ

諮問方曾物鮪体

8'8 2 '-5 鞠朗幹岬 プツ，vイショ ヴコ 呼 ・鞠Z眠障呼諸問 方曾 ・蹄嘗
)J符

910.2 7 1-3 古胴古事記 ロタyョジキ 副党書

910.3 25 '-3 同行物舗
サイギ聡ウそノガ

物語タリ，

911. 1 35 '-2 回世捕栴 タン拘セン方タ 拍車

911.1 36 1-2 長歌慣栴 ず国ウカセンカタ 拘置

911.1 22 Ji!l山智百約解
V""ヨウヤマ ト

IfIR シャタシz カイ

911. I 1" '1、it百人-I'i オグラヒキタニン
間最イフシ2

911. J 3" 1-2 .lHI抽文貧民
プyンオウプン 銀判文集 慎措ヤぉ勺

911. 3 13 1-2 拙161E カνオパナ :~歌

913.3 1-2 怖とり輔副
タケトリそノガタ

駒16
ヲ

913. .. 1・6 十掴静 ジyキンシ，ゥ 鞠15

91".5 1・4骨錐集 ""トウーン且ウ 瞳寵

915.3 1・2 上位"記Jf l~
トサエニアキコク

紀行
シuワ

915. .. 1-2 ヨ智正師口配傍地
ムラサキシクプ

t民釈エッキポウチa ウ

915.5 1・2向型r:Ua! シラタ号:''l~ 抽竃

YI9.S 1-5 和解会問書 ワゲオンナシシ担 融制

(主主)

*哲誌の作成にあたっては、以下を参考とした。

• fffli訂版闘啓総目録』全8巻 1963-1972年岩波書!苫
・国立国会図答館図曾部編 『国立国会図書館蔵露目録 明

治J11JJ全6編 1994年紀伊国屋官四

(1) 長野県短期大学大学史編纂委員会 『長野県女子専門

学校長野県短期大学五十年史j 1979年 10月 長野県

短期大学

(2) 向上

(3) 太万川消 「所蔵和替についてJr長野県短期大学付属医|
書館医1m館だより』第2号 19931:ド10月

(4) http://www.pret.nagano.jp/kikaku / josei / da / 

index. him 

(5) 太刀川市 「長野県短期大学付属医I~書館和容解題(ー) J

『長野県短期大学紀要』第48号 1993年12月

(6) 成減策時「本学館所蔵平[)密室寄附者 イfj村安弘氏につい

てJr長野県短期大学付属図1;!?館 図書館だよ り』第4号
1994 11~ 10月

(7) 天野lIi'l子「長野県短期大学付属図書館所蔵近股女子・教

育関係和告についてJr長野県短期大学付属図占館 図哲
館だより』第3号 1994 "f 1月

(8) 背iJl忠一 f仮名車子女訓文芸の研究J1982 fl~ 2月 似

楓社

(9) 両íH~(7)

(10) 向上

(1日 平林香織 ・呉羽長「長野県短期大学付属閣官館所政

『源氏物語』写本二種についてJ r:長野県短期大学紀要』
第54号 1999年 12月

(12) 前掲(5)及び太万川市 「長野県短期大学'付属隊|書館和古

解題(二)Jr長野県短期大学紀要』第49号 1994月12

月


